





























































平成 24年 7月 13日および 19日の２日間
にわたり，長野県公立K中学校第２学年１
 
＊ 上越教育大学大学院 平成 23年度修了生，現群馬県利根教育事務所小規模中学校教科充実非常勤講師 
† 早稲田大学 大学院 教育学研究科教科教育学専攻 (数学科教育学) 博士課程１年 
‡ 上越教育大学大学院 平成 22年度修了生，現長野県松本市立鎌田中学校数学科教諭 
 
図１ ２種類のコ－ラ瓶 




























































xに対し y (= 











時間 学 習 問 題 
第１時 
【学習問題Ⅰ】 














































































































































のが Sである。(c.f.宮川 2002a,b) 
3.2.2. TDSとコンセプションモデルの関係 






































































































































































































































を 1 gとすれば，ガラスの比重は約 2.5で
あるとされている。従って，ガラス 1cm3 の
重さは約 2.5 g であることが求められる。
この関係を式で表してみると次のようにな
る。ガラスの体積を y ( cm3 )，重さを x ( g ) 
とすると「2.5×y = x」と表される。コー
ラ瓶（C_R）の重量を量ると約 370g であ
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本研究報告は，上越教育大学大学院修了生
を主体とした研究チームによるものであり，
昨年度からの継続研究における中間報告とし
て投稿したものである。 
本研究を進めるにあたり，多くの先生方か
らご指導・質疑をいただきました。特に，本
稿の執筆をすすめるにあたり，上越教育大学
の宮川先生からは，理論枠組みを中心に多く
の意見をいただきました。また，早稲田大学
の渡邊先生からは，授業デザインのための多
くの意見をいただきました。そして，本稿を
上越数学教育研究誌への投稿を認めていただ
いた諸先生方に感謝いたします。 
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